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図書館だより
2022.４月号

４月 ６日・・・始業式

11日・・・入学式

23日・・・子ども読書の日

29日・・・昭和の日

April

卯月
うづき

図書館オリエンテーションが終わり、貸出が始まりました。 １年生は図書館が近いので、どん

どん借りに来て下さい。小学校とは違う本がたくさんあります。好きな本を見つけに来て下さい。
２年生は昨年と同じく少し遠いのですが、これから新刊も入って来るので見に来て下さいね。 ３年生は、

読む本のジャンルを増やしてみましょう。考え方の幅が広がるかもしれません。

今年度も皆さんが、読みに来たくなる

ような図書館にしていきたいと思います。

新しい本もこれから入荷してきますが

まだまだ読んだことのないジャンルの本

もあるのではないですか？

じっくりと図書館の中を見て回ってみま

しょう。

マスク着用も

お忘れなく！

『リボルバー』

原田 マハ 著

ゴッホは本当

にピストル自殺

をしたのか? 彼

にまつわる物語

を現代に生きる

オークショニスト

高遠冴の目線で

描いたアート・ミ

ステリ。

☆ 大賞 ☆

＊水濡れに注意しましょう！
最近よく雨が降りますね。この時期の雨風を「たけのこ梅雨」と言います。本には水濡れは厳禁です。

雨が降るときは、本が濡れないように注意して下さい。バッグに入れていても雨で水が染み込むこともあります。

ある生徒さんは雨の日は本をビニール袋に入れて、水が染み込んでも大丈夫なように対策をしてくれています。

美術全集を寄贈して頂きました

鶴地区の井上様より新刊ではないですが、寄贈

して頂いたので、 小説とのコラボで使わせて頂い

たり、美術室でも活用していきたいと思います。

コラボ第一弾は「ゴッホ」です。

『たゆたえども

沈まず』

原田 マハ 著

『にいさん』

いせ ひでこ 著

売れない画家

のフィンセント。

パリにいる画商

の弟テオドルス

の家に転がり込

んでいた。 そん

な二人の前に、

浮世絵を売りさ

ばく日本人、林

忠正が現れ…。

きみは手をふ

りながらいつも

笑っていた。世

界に何も怖れる

ものなんかない

ようだった-。芸

術に生き、つよ

い絆でむすば

れたゴッホとテ

オの兄弟。



 

２位～10位

第２位 『赤と青のエスキース』 青山美智子

第３位 『スモールワールズ』 一穂ミチ

第４位 『正欲』 朝井リョウ

第５位 『六人の嘘つきな大学生』 浅倉秋成

第６位 『夜が明ける』 西加奈子

第７位 『残月記』 小田雅久仁

第８位 『硝子の塔の殺人 』 知念実希人

第９位 『黒牢城』 米澤穂信

第10位 『星を掬う』 町田そのこ

全国の書店員さんが選ぶ 2022

本屋大賞

「読書のバリアフリー」

「読書のバリアフリー」ってどういう事でしょう？読むことは誰でもできるのでは？と思ってしまいますよね。

しかし、視覚に障害がある人だけでも 「点字で読む人」 「拡大した文字なら読める人」 「メガネがないと見えな

い人」 「色が見にくい人」 「文字が曲がって見えたり、バラバラに見えてしまう人」 など様々です。 また「漢字が

苦手」「難しい言葉が分かりにくい人」などなど。

なかには、「読んでいる行に集中できなくて読みにくい人」 もいます。 それを誰でもが一様に読書できるよう

に文字の上に点字が施してあったり、拡大図書や優しい日本語の本を置くことなどしていくことが読書のバリ

アフリーです。 図書館の中には本を拡大して読める器具があるところもあります。

その中で、読んでいる行に集中するのが難しい人の手助けになる 「リーディングトラッカー」（楽よみ！しおり）

を佐賀県と民間業者が共同開発しました。 読みたい行に添えて読みやすくするものです。誰でもが使えそうで

すね。

☆ 大賞 ☆

『同志少女よ、敵を撃て』

逢坂 冬馬 著

☆翻訳小説部門 ３位
『クララとお日さま』 カズオ・イシグロ あります

あります

あります

辞書など箱に入っている

本の返し方

使う前、どう入っていたかを確認

しましょう。 時々裏返しで入れて

あったり、上下逆になったりしてい

るときがありますよ。

注意して下さい。

これもＳＤＧｓ

『うおつか流

食べつくす！』
一生使える台所術

魚柄 仁之助 著

食材をムダにしない 。も

じゃもじゃ頭のおじさん流

の食材の使い切り方。




